
第18号様式（第29条関係）

立川市長　　殿

公共下水道に排除されない水量（減水量）について、立川市下水道条例第13条の２第1項の規定により、

次のとおり申告します。

注意事項

1 この申告書は、検針日を含む５日以内に市へ提出してください。
2 初回申告時は、減量査定依頼書（第18号様式の２）により減量算出基礎の認定を受けてください。
3 認定を受けた減量算出基礎に変更が生じた場合又は減量認定事由が消滅した場合は、減量認定事由変更届兼減量
再査定依頼書（第18号様式の４）により届け出てください。

4 減水量計測用メータの使用を変更・廃止した場合は、私設メータ使用届（第17号様式の３）により届け出てください。
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